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市長が語る 『２０１６三島』                           第２回 （4/11・4/13） 放送分 

富士山南東消防組合の設立 

 

アナ： 「市長が語る 2016 三島」第 2 回の今日は、「富士山南東消防組合の設立」につ

いてお話を伺います。豊岡市長、よろしくお願いします。 

市長： よろしくお願いします。 

アナ： まず最初に「富士山南東消防組合」とは、どのようなものでしょうか。 

市長： 富士山南東消防組合とは、三島市のほか、隣接している裾野市や長泉町の消防

本部が消防事務等を共同で行うために 1つの組織となった広域消防組合です。 

この 4 月から「富士山南東消防本部」として 2 市 1 町の消防広域化をスタートし

たわけでございますが、これまでの各市町にあった消防本部をなくし、三島市に

消防本部を置き、2 市 1 町を合わせて 3 つの消防署、5 つの分遣所で運用します。

指揮体制の一本化によりこれまで以上に消防救急体制の強化を図るものです。 

アナ： なるほど、三島市、裾野市、長泉町の消防が１つになったということですね。

では、どの様な経緯から富士山南東消防組合が設立されたのでしょうか。  

市長： 近年の大地震や大雨などの災害の多様化に加えて、救急などに関する住民ニー

ズの変化などのほか、少子高齢化の進展や人口減少などの社会状況の変化もあり、

平成 18 年に国が消防組織法を改正して、「市町村の消防の広域化に関する基本指

針」を策定しました。 

平成 20 年には、静岡県内の広域化を推進するため、「静岡県消防救急広域化推

進計画」が策定され、この東部圏域では、三島市を含めた駿東伊豆地区の 8 市 8

町 11消防本部で、平成 22年から消防救急の広域化の検討がされてきました。 

更に平成 24年には、三島市、裾野市、長泉町の 2市 1町で消防救急広域化に関

する研究協議などを行うため、任意協議会を設立し、消防救急の広域化について

協議を進めてまいりました。 

その結果、平成 26年に三島・裾野・長泉地区が「消防広域化重点地域」に指定

され、「災害発生時の初動体制の強化」、「統一的な指揮のもとでの効果的な部隊運

用」「救急業務や予防業務の専門性の強化」など消防力、救急力の向上が見込まれ

ることから、平成 28 年 4 月を目途に広域化することを合意し、平成 27 年 4 月に

法定協議会を設置して協議を重ねてまいりました。 

このような経緯を踏まえ、平成 27年 11月、12月に開催された三島市、裾野市

及び長泉町の議会で、一部事務組合としての「富士山南東消防組合」を設立する

ための組合規約が可決され、平成 28 年 1 月 22 日付けで静岡県知事からの設置許

可をいただきました。 

これにより、この 4 月 1 日から「富士山南東消防本部」として三島市、裾野市

及び長泉町を管轄する消防事務の運用を開始しました。 
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アナ： なるほど、平成 22年から協議を経て、災害発生時の初動体制の強化など利点が

あることから、この 4 月 1 日から運用が開始されたわけですね。では三島市と裾

野市と長泉町を合わせるとどの位の管轄規模になるのですか。 

市長：  管轄面積は三島市の約 62キロ平方メートルに対して、2市 1町を合わせますと、

約 227 キロ平方メートルとなり、これまでの 4 倍弱の大きさになります。また、

人口は三島市の約 11万人に対して約 21万人と倍近くになります。 

アナ： では、災害件数はどのくらいあるのですか。 

市長： 平成 27年の三島市での災害件数は、火災件数が 22件、救助件数が 29件、救急

件数が 4264件でした。2市 1町の富士山南東消防本部では、火災件が 47件、救助

件数が 68件、救急件数が 7724件となります。 

アナ： 規模が大きくなれば当然、災害の件数も増えるわけですが、災害への対応はど

の様に変わるのですか。 

市長： 三島市、裾野市及び長泉町のそれぞれの消防には、これまでの長い歴史や伝統

などがありますので、それらの利点を活かしながら、今後は一丸となって、地域

住民の安全安心のために消防力を発揮していきます。 

一番大きな変化は、これまで各消防本部は、行政区域の中での活動を中心とし

ておりましたので、市町の境の住民の方々には、隣町の消防から駆け付けた方が

早い地域もございました。そのような地域に対して、今後は、市町の境をなくし

た出動体制により活動いたしますので、これまで以上に迅速な対応が可能となり

ます。 

また、富士山南東消防本部として、これまでの 3 つの消防本部の消防力を結集

し、職員数は三島市単独の場合の 120 人から 248人となり、現場活動隊は 10隊か

ら 18隊となりますので、消防救急体制が強化されます。 

アナ： なるほど。災害への対応力はこれまで以上になるということですね。それでは

最後に市民の皆様に何かお伝えしたいことはありますか。 

市長： 今後も市民の皆様が安全安心に暮らせる災害に強い消防体制を実現できるよう、

2市 1町が一丸となって取り組んでいきますので、ご理解とご協力をお願いいたし

ます。 

アナ： 豊岡市長、本日はありがとうございました。 

市長： ありがとうございました。 

     


